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【目的】  

金属カルベノイドの反応性はカルベン炭素が配位した金属種に大きく依存するこ

とが知られている。当研究室では、求電子的な銀カルベノイドを用いたフェノー

ル類の化学選択的不斉脱芳香化反応を開発した 1）。この反応を用いれば平面性の高

い分子から三次元的な骨格を一挙に構築することが可能である。今回我々は、先

の反応をさらに一般化するため、インドール類の不斉脱芳香化反応の開発研究に

着手した。 

【方法・結果】 

インドール部位を持つジアゾ化合物１にロジウム触媒あるいは銅触媒を作用させ

ると、ブフナー環拡大反応が進行した。一方キラル銀触媒を作用させると、化学

選択的に脱芳香化反応が進行しスピロ環化体３が得られた。現在、エナンチオ選

択性の向上を目指し検討している。 
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